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国際交流会館の建設当初から運営に携わって来られた国際学園都市センターの
森課長さんは、会館でのさまざまな交流やイベント、学習・文化活動を見守って
来られました。「多様・多機能な施設ですので、目的に合わせて自由に利用してい
ただけます。会議・研修会や文化サークル活動を始め、パーティ・展示会など、
ぜひたくさんの方に広く利用していただきたいです」とのこと。
これまで園部のシンボルとして活躍してきた「お城風の建物」が、今後は南丹

市の人びとや情報の交流拠点として、どんどん活用されることが期待されます。

TEL（0771）63－1777 FAX（0771）63－1682
◆住所：南丹市園部町小桜町62番地１
◆交通：国道9号線宮町交差点から南丹市
役所方面へ。園部公園横。

◆休館日：月曜・祝日（ただし、月曜が祝
日の場合は翌火曜日も休館）・年末年始

※利用料・設備などの詳しいことはお問い
合わせください。

南丹市国際交流会館
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譛南丹市園部国際学園都市センター
課長　森 光 治 さん
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▲自主放送「9チャンネル」収録の様子

▲「六花亭」（３階）では、古き良き温かさに出会えます


